
1. はじめに

　八尾市の人権教育は、同和教育の取り組みを起点として、障がいのある子どもたち、在日韓国･朝鮮の子どもたち、中国帰国・渡日の子どもたちのさまざまな課題に向き合う地道な実践の積み重ねによって今日の取り組みになっています。

特に「人権教育のための国連10年」以降、能動的な学習形態を積極的に導入し、子どもたちの主体的な学びを大切にした取り組みの実践が広がり、定着してきています。そうした中で、学校外のさまざまな人たちとの出会いや気付きにより、より広い人権課題について学ぶ機会も増えてきました。

2. 八尾市人権教育・啓発プランを契機として

　平成１８年３月に「八尾市人権権尊重の社会づくり条例」を具体化する計画として、「八尾市人権教育・啓発プラン」（以下、「プラン」と表記する）を策定しました。

プランの中では「ストレスが日常的にあふれる現代社会では、…中略…心の病気は誰もがかかる可能性のある病気です。しかし、心の病気になった人が気軽に治療を受け、安心して療養できる社会とは言い難い現状が見受けられます。患者や家族は病気になったことから、偏見の目で見られ通院が途切れるなど、病状を悪化させることも多く見られ…中略…社会的な差別にも耐えている現実があります。」と指摘するとともに、八尾市として「精神障がい者に対する偏見の解消などの啓発活動に努め、精神障がい者が地域で共に生活できる環境づくりをめざしています」と精神障がいの現状と市としての方向性に触れています。

教職員や子どもたちにとっても、ここで指摘されている偏見の解消に向けて積極的に取り組みを進めることが必要です。とりわけ、重大事件の際の精神鑑定や通院歴に関する報道に代表される社会的な偏見と、それに基づく差別意識の存在が子どもたちに与える影響を考えると学校で、課題について正しく学び、教える必要があると言えます。
　　　　　　

3. 人権教育課主催の２つの研修会での取組み

市教委人権教育課で毎年実施している教職員研修に、さまざまな教職員を対象とする「人権教育研修講座」（年間５回）と各学校園の人権教育担当者を対象とする「人権教育実践交流会」（年間２回）という研修会があります。

人権教育研修講座は、学校園の教育を通してさまざまな人権問題の解消を図っていくために、教職員の人権意識を高める学びの場として、また各学校園における人権教育校園内研修のモデル提示を目的として開催しています。一方、実践交流会は各学校園の取り組みを交流することで、優れた実践を広げ、また実践にあたっての悩みに対するヒントを出し合ったりすることを目的に開催しています。

(1) 第２回人権教育研修講座における取り組み（平成１８年５月２５日）

プラン策定の際に市民委員として参加された多くの人権NPO・NGOをコーディネートし、多くの貴重な意見を提示された八尾市人権協会から講師を招いて、プラン策定の意義についてお話を伺いました。また市民委員の代表として精神障がい当事者の立場でプラン策定に関わられたAさんから、特に精神障がいのある人をめぐる課題についてプランに盛りこまれた経過や趣旨、意義についてお話いただき、参加した教職員の新たな気づきを得ることができました。
(2) 第５回人権教育研修講座における取り組み（平成１９年１月１２日）
精神障がい者の実生活上の具体的な課題や、社会的差別についての理解を目的に「精神障がい者と人権教育の課題」と題して、八尾市内で早くから精神科の開放医療、地域医療に取り組んできた山本病院の副院長からお話を伺いました。この病院は地域支援センター「ちのくらぶ」や、その母体である、病院を退院した人が集まってできた「ちょっとのぞこう会」という当事者の会と連携している病院です。

講演の中では、医学的な見地から精神疾患と精神障がいの違いについて詳しい説明があり、誰にでも起こりうる可能性があること、アメリカでは多くの人が精神科の主治医を持っていること、適切な処置と周囲の理解があれば社会生活に復帰できることなど、精神疾患や精神障がいへの認識を深めることができました。

(3) 人権教育実践交流会における取り組み（H１９．２．２２－H１９．６．２５）

教職員の世代交代が進んでいることもあり、次年度の各学校園での実践への具体的な支援の必要から、平成１８年度後期と１９年度前期の実践交流会は、プランづくりに関わった人権NPO・NGOからの学校園での人権学習プログラム案の提示と、それに基く意見交流に切り替えて実施しました。その中で「精神障がい理解」の分科会を設定し、Aさんや「ちのくらぶ」の方々と、教職員が意見交流もしました。

精神障がいについては学校園からはまだ遠い課題であり、学校園で取り組むには時期尚早であると感じていたが、この研修を通して必要性を考えるようになったという教職員が数多くいました。また、児童生徒の保護者や身近な家族、あるいは本人自身が精神疾患の経験があるという教職員もいて、意見交流の中では、学校園での学習や研修の場で、楽しい雰囲気の中で当事者と出会うことが精神障がいの理解促進には有効であるということなどが話し合われました。

4. 今後の課題

今後、具体的に学校園での取り組みを進めていくために、「ちのくらぶ」に提示していただいている学習・研修プログラム、「コンサートとトークショー」や「朗読劇」などが考えられます。このプログラムは、いくつかの高校や地域での経験をベースとしているため、小中学校段階で実施する際には、学校としての事前・事後の学習を含めて綿密な計画が必要であり、そうした学校園での具体の実践モデルを市内に広げていくことを検討していきたいと考えています。

1． 精神障がいに関する研修について

(1) 目的：日常的に接することが少ないため、精神障がい(者)に対する理解が進んでいない状況がある。まず教職員が知ること、理解を進めることをねらいとして研修を行った。

(2) 研修日時　　平成18年12月5日
(3) テーマ　「精神科医療から見えること」
(4) 概要　　児童期・青年期に見られる課題について、精神科医としてわかりやすく話してもらう。

統合失調症、発達障がい、心因性うつ等の違いについて話してもらう。
(5) 講師　　赤垣　伸子　(赤垣クリニック　院長)
(6) 対象　　教育相談研修・養護教諭研修として小中教職員対象
(7) 受講者感想

· ｢統合失調症｣についての理解が深まりよくわかりました。
· 質問された事柄や先生のお話から今後親との対応に参考になる部分がたくさんありました。
· 子どもたちの置かれている環境、保護者の意識が多様化してきています。精神科に通う人、通わなくてはいけない人が増え、その子どもたちにも影響が出てきていると思いました。さまざまな方の話しを聞き、今の子ども、保護者と向き合う必要があると思いました。
· 精神的な問題は難しいと思いましたが、自尊心を大事にする・共感することが大事であるということを再確認しました。
· 障がいのある子には、その親へのサポートが重要であると思いました。
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